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ら
れ
働
か
さ
れ
た
人
た
ち
で
し
た
。

　

戦
争
末
期
、
空
襲
が
激
し
く
な
る
と
、

愛
知
県
の
軍
需
工
場
を
疎
開
さ
せ
る
た
め
、

岐
阜
県
に
多
く
の
地
下
工
場
が
造
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
跡
地
が
可
児
市
久
々
利
、
各

務
原
市
鵜
沼
大
安
寺
、
川
辺
町
西
栃
井
な

ど
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
建
設
労
働

力
の
多
く
は
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
や
中
国

人
で
し
た
。

　

昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）、
陸
軍
省
は
米

軍
機
と
の
戦
闘
に
必
要
な
高
高
度
用
航
空

機
エ
ン
ジ
ン
の
研
究
実
験
施
設
を
新
設
す

る
た
め
、
平
湯
峠
か
ら
乗
鞍
畳
平
ま
で
の

軍
用
自
動
車
道
路
を
造
り
ま
し
た
。
そ
の

労
務
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
連
行
さ
れ
た
朝

鮮
人
約
２
０
０
名
で
し
た
。

　

昭
和
18
年
（
１
９
４
３
）
5
月
か
ら
翌

年
の
７
月
に
は
、
戦
時
輸
送
力
の
増
強
と

石
炭
節
約
を
目
的
と
し
て
、
勾
配
が
急
な

国
鉄
東
海
道
線
・
大
垣
か
ら
関
ヶ
原
間
に

迂
回
線
13
．
6
㎞
が
突
貫
工
事
で
新
設
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
労
務
者
の
75
％
（
一
日
約

１
．
岐
阜
県
内
の
朝
鮮
人
・
中
国
人
・
捕

虜
の
使
役

　

戦
争
中
、
徴
兵
に
よ
っ
て
不
足
し
た
男

子
労
働
力
を
補
う
た
め
、
多
く
の
朝
鮮
人
・

中
国
人
が
鉱
山
や
軍
需
工
場
・
地
下
工
場
・

基
地
な
ど
で
使
役
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
人
々
の
多
く
は
、
自
分
の
意
思
に

よ
ら
な
い
「
官
斡
旋
」
や
「
徴
用
」、
さ
ら

に
は
強
制
的
な
連
行
に
よ
っ
て
現
場
に
送

１
０
０
０
人
）
が
朝
鮮
人
で
し
た
。

　

日
本
有
数
の
鉛
・
亜
鉛
（
武
器
・
弾
薬

の
原
料
と
し
て
も
重
要
）
の
産
地
で
も
あ
っ

た
神
岡
鉱
山
と
同
鉱
山
の
発
電
所
工
事
に

は
、
１
５
０
０
人
程
の
朝
鮮
人
と
連
合
国

軍
捕
虜（
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
米
・
英
・
オ
ラ
ン
ダ
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
約
１
２
０
０
人
）
が
従

事
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
岐
阜
県
内
で
戦
時
中
の

強
制
労
働
に
従
事
し
た
朝
鮮
人
１
０
０
人

以
上
の
「
集
団
地
」
は
、
少
な
く
と
も
26

ケ
所
、
人
数
は
約
８
５
０
０
人
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。

 　

中
国
人
の
強
制
連
行
・
労
働
に
つ
い
て

は
、
日
中
友
好
庭
園
の
「
中
国
人
殉
難
者

之
碑
」
に
、「
岐
阜
県
に
お
い
て
も
１
６
８

９
人
が
高
山
市
、
瑞
浪
市
、
各
務
原
市
、

お
よ
び
加
茂
郡
川
辺
町
で
従
事
せ
ら
れ
、

73
人
が
殉
難
さ
れ
て
お
り
ま
す
。」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
下
の
表
の
よ
う
に
、

「
連
行
人
数
１
９
６
９
人
、
死
亡
者
１
２
２

人
…
」
な
ど
の
記
録
も
あ
り
、
正
確
な
数

は
今
も
不
明
で
す
。

　

各
務
原
に
は
８
８
７
人
の
中
国
人
が
連

行
さ
れ
、
各
務
原
市
苧
ヶ
瀬
、
須
衛
の
両

所
で
、
飛
行
機
を
隠
す
た
め
の
誘
導
路
や

掩
体
壕
の
建
設
に
使
役
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

終
戦
時
ま
で
に
26
名
が
死
亡
し
た
そ
う
で
す
。

　

瑞
浪
市
戸
狩
の
化
石
山
に
掘
ら
れ
た
地

下
壕
は
、
高
さ
・
幅
と
も
３
．
５
ｍ
ほ
ど
の

ト
ン
ネ
ル
が
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、
全

長
７
６
２
８
ｍ
も
あ
り
ま
し
た
。
目
的
は

川
崎
航
空
機
工
場
建
設
で
し
た
が
、
中
国

人
に
は
パ
ン
を
一
日
三
個
与
え
る
だ
け
で
、

ふるさとの歴史

こぼれ話

Vol.25

過
労
や
事
故
の
た
め
39
人
が
死
亡
し
た
そ

う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
強
制
連
行
・
労
働
を
強

い
ら
れ
た
人
々
は
「
不
衛
生
な
環
境
・
激

し
い
労
働
と
暴
行
・
粗
末
な
食
事
と
栄
養

不
足
・
病
気
と
栄
養
失
調
」な
ど
に
苦
し
み
、

多
く
の
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
終
戦
後
の
昭
和
20
年
（
１
９
４

５
）、
生
き
残
っ
た
中
国
人
労
務
者
た
ち
は

各
務
原
の
元
航
空
隊
兵
舎
に
集
め
ら
れ
た

後
、
11
月
以
降
数
回
に
分
け
て
鉄
道
で
佐

世
保
に
送
ら
れ
、
海
路
帰
国
し
た
の
で
す
。

２
．
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）
中
国
人
の

遺
骨
発
掘
と
犠
牲
者
合
同
慰
霊
祭　

　

戦
後
８
年
以
上
過
ぎ
た
昭
和
28
年
（
１

９
５
３
）
で
も
、
中
国
な
ど
の
大
陸
か
ら

未
だ
日
本
に
帰
国
し
て
い
な
い
人
（
未
引

揚
者
）
は
約
１
０
３
０
人
程
も
い
ま
し
た
。

特
に
「
残
留
日
本
人
」
と
言
わ
れ
た
人
々

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

当
時
の
日
本
は
中
国
と
国
交
が
な
い
状

態
で
し
た
が
、
昭
和
28
年
２
月
、
政
府
に

代
わ
っ
て
日
本
赤
十
字
・
日
中
友
好
協
会
・

日
本
平
和
連
絡
委
員
会
と
中
国
紅
十
字
会

の
間
で
、
残
留
日
本
人
の
帰
国
交
渉
が
始

ま
り
ま
し
た
。
交
渉
の
中
で
、
中
国
紅
十

字
会
は
、
戦
時
中
強
制
的
に
連
行
さ
れ
日

本
各
地
で
死
亡
し
た
中
国
人
殉
難
者
の
調

査
・
遺
骨
の
返
還
を
要
請
し
ま
し
た
。
協

議
の
結
果
、「
中
国
は
残
留
日
本
人
の
帰
国

を
援
助
し
、
在
日
華
僑
を
受
け
入
れ
る
。

日
本
は
中
国
人
殉
難
者
の
調
査
と
遺
骨
を

送
還
す
る
こ
と
」
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
昭
和
28
年
3
月
22
日
か
ら
、

好
を
続
け
、
ア
ジ
ア
・
世
界
の
平
和
を
守
る
」

な
ど
を
両
方
の
碑
の
裏
に
刻
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

日
本
と
中
国
の
友
好
と
平
和
を
誓
っ
た

２
つ
の
石
碑
は
、
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
38
年
（
１

９
６
３
）
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
杭
州
市

柳
浪
聞
鶯
公
園
の
「
日
中
不
再
戦
」
の
碑
と
、

岐
阜
市
日
中
友
好
庭
園
の
「
中
日
両
国
人

民
世
世
代
代
友
好
下
去
」
の
石
碑
で
す
。

岐
阜
市
歴
史
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
話
・
岐
阜
の
歴
史
サ
ー
ク
ル
」

代
表
　
後
藤
　
征
夫

　http://book.geocities.jp/

　
　
　
　
　gifurekisi/rekisitop.htm

○
岐
阜
公
園
北
の
日
中
友
好
庭
園
に
は
、「
中
国
人
殉
難
者
之
碑
」
と
「
中
日

　
両
国
人
民
世
世
代
代
友
好
下
去
」
の
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

○
二
つ
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
背
景
や
歴
史
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

○
こ
の
文
章
は
、「
岐
阜
県
史
」「
岐
阜
市

史
」「
街
も
村
も
戦
場
だ
っ
た
」「
ナ
ツ
メ

の
木
は
生
き
て
い
る
」「
岐
阜
・
杭
州
市

友
好
の
歩
み
」
等
を
も
と
に
、
後
藤
征
夫

が
ま
と
め
ま
し
た
。

た
。
北
京
に
着
い
た
一
行
は
１
ヶ
月
余
り

中
国
内
に
滞
在
し
、
瀋
陽
、
上
海
、
杭
州
、

広
州
な
ど
各
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
暮
れ
、
今
度
は
中
国
紅
十
字

代
表
団
が
遺
骨
送
還
の
お
礼
に
来
日
し
、

岐
阜
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各

務
原
市
内
の
薬
王
院
で
中
国
人
殉
難
者
の

慰
霊
祭
に
出
席
。
日
中
経
済
交
流
促
進
懇

談
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

昭
和
32
年
の
訪
中
か
ら
５
年
後
の
昭
和

37
年
（
１
９
６
２
）
山
田
丈
夫
を
団
長
と

す
る
「
第
二
次
県
訪
中
使
節
団
」
の
訪
中

が
実
現
し
ま
し
た
。

　
「
岐
阜
の
68
（
旧
陸
軍
歩
兵
第
六
八
連
隊
）

は
上
海
上
陸
作
戦
、
南
京
攻
略
戦
な
ど
に

参
加
し
た
。
68
も
お
お
ぜ
い
死
傷
者
を
出

し
た
が
相
手
は
そ
れ
以
上
だ
。
戦
争
だ
か

ら
し
ょ
う
が
な
い
と
片
付
け
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
」
…
…
「
も
う
二
度
と
戦
争
は

し
な
い
と
い
う
誓
い
の
碑
を
中
国
に
建
て

ら
れ
な
い
も
の
か
」
…
…

（『
ナ
ツ
メ
の
木
は
生
き
て
い
る
』）
よ
り

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
山
田
団
長
は
、

こ
の
訪
中
を
機
に
杭
州
市
に
「
日
中
不
再

戦
の
碑
」
を
建
立
す
る
こ
と
を
松
尾
吾
策

市
長
に
提
案
。
松
尾
市
長
が
賛
同
し
、「
日

中
不
再
戦
」
と
筆
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

　

使
節
団
は
９
月
26
日
に
出
発
。「
な
ぜ
平

和
と
友
好
の
碑
を
建
て
る
の
か
」
が
議
論

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
「
○
岐
阜
市
の
各
界
と
松
尾

吾
策
市
長
の
提
案
で
、
侵
略
戦
争
に
反
対

す
る
碑
を
建
て
る
○
侵
略
戦
争
は
日
本
の

軍
国
主
義
者
が
引
き
起
こ
し
、
日
中
両
国

民
に
災
い
を
も
た
ら
し
た
。○
両
国
民
は
友

興
安
丸
な
ど
３
隻
の
引
揚
げ
船
が
残
留
日

本
人
と
在
日
華
僑
を
乗
せ
、
両
国
を
往
復

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）
に
は
、
中
国

紅
十
字
会
の
要
請
を
受
け
て
、
全
国
各
地

で
遺
骨
発
掘
が
始
ま
り
ま
し
た
。　

　

岐
阜
県
で
も
、
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）

12
月
「
中
国
人
俘
虜
殉
難
者
慰
霊
実
行
委

員
会
」（
会
長
・
松
尾
国
松
元
岐
阜
市
長
）

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）
5
月
、
中
国

人
俘
虜
殉
難
者
慰
霊
実
行
委
員
会
は
、
日

中
友
好
協
会
全
国
本
部
岐
阜
支
部
の
調
査

記
録
を
基
に
各
務
原
市
、
瑞
浪
市
な
ど
の

埋
葬
地
か
ら
中
国
人
殉
難
者
の
遺
骨
を
発

掘
し
、
現
地
で
慰
霊
し
ま
し
た
。
そ
し
て

６
月
、
岐
阜
東
別
院
で
犠
牲
者
の
合
同
慰

霊
祭
を
営
み
ま
し
た
。

　

８
月
下
旬
、
遺
骨
送
還
代
表
団
５
人
は

第
六
次
興
安
丸
で
中
国
へ
行
き
、
殉
難
者

の
遺
骨
、
位
牌
を
天
津
の
抗
日
烈
士
の
墓

に
安
置
し
ま
し
た
。
中
国
で
の
式
典
や
歓

迎
会
は
全
て
上
席
で
、
北
京
で
も
温
か
い

も
て
な
し
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

３
．
そ
の
後
の
相
互
交
流
と
相
互
理
解
で
、

「
日
中
不
再
戦
」
の
碑
文
の
交
換
へ

　

昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）
11
月
、
中
国

人
民
外
交
学
会
か
ら
遺
骨
送
還
の
感
謝
と

お
礼
に
、
岐
阜
県
の
各
界
代
表
団
20
人
を

招
く
と
い
う
通
知
が
届
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
岐
阜
県
産
業
文
化
使
節
団
が
結

成
さ
れ
、 

昭
和
32
年
（
１
９
５
７
）
2
月
22

日
深
夜
、
使
節
団
一
行
は
羽
田
空
港
を
飛

び
立
ち
、
香
港
経
由
で
中
国
に
入
り
ま
し

「
中
国
人
殉
難
者
」の
遺
骨

発
掘
か
ら
、「
日
中
不
再
戦
」

碑
文
交
換
ま
で

「
中
国
人
殉
難
者
」の
遺
骨

発
掘
か
ら
、「
日
中
不
再
戦
」

碑
文
交
換
ま
で

中国人殉難者之碑

え
ん
た
い
ご
う

岐阜県内の中国人強制連行殉難者

『街も村も「戦場」だった・岐阜県の戦争遺跡』より
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川辺町
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各務原市苧ヶ瀬

高山市北山

不明（八百津）

川崎航空機地下工場

三菱第五製作所地下工場

飛行機誘導路、掩体壕

飛行機誘導路

横須賀鎮海鈴鹿工廠

川崎航空機地下工場

330人

270人

374人

513人

202人

280人

1969人

39人

4人

3人

23人

3人

50人

122人

？人

0人

5人

3人

3人

0人

11人

291人

266人

366人

487人

196人

230人

1836人

所在地 施設・目的

合　　　計

連行人数 死 亡 残 留 生 還


